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（１）目的

ホッケは，網走支庁管内において沖合底びき網

（以下，沖底と称す）漁業，底建網漁業，定置網

漁業などの重要な漁獲対象資源である。そのため，

ホッケ資源の数量変動様式を究明し，資源の評価

を行い，管内の漁業経営の安定化を図る。

（２）経過の概要

オホーツク海海域に分布するホッケの大部分は，

幼魚期・未成魚期をオホーツク海域で過ごし，成

魚になると日本海の利尻・礼文島周辺および武蔵

堆海域（道北海域）で産卵することが知られてお

り，道北系群と呼ばれている。オホーツク海海域

でのホッケ漁場は知床半島周辺から宗谷岬に至る

海域で，ホッケを漁獲している主な漁業種類は沖

底漁業と底建網漁業である。

以下の方法で，漁獲量を集計した。沖底漁業の

漁獲量集計については「北海道沖合底曳網漁業漁

場別漁獲統計年報」，沿岸漁業の漁獲量集計につ

いては「漁業生産高報告書」を用いた。

沖底漁業，底建網漁業および定置網漁業の漁獲

物から得た生物標本について，性別，体長，体重，

生殖腺熟度，生殖腺重量を測定し，さらに耳石を

用いて年齢を推定した。

（３）得られた結果

ア 漁獲量の推移

オホーツク海海域におけるホッケ漁獲量を表１

と図１に示した。沖底の漁獲量は，1964年には50,

753トンであったが，1965年に急減し10,590トンと

なった。1966年以後は増加傾向に転じ，1972年には

42,715トンまで増加した。1973年には11,628トンま

で急減したものの，1976年には再び42,288トンまで

増加した。1977年以降，漁獲量は減少傾向に転じ，

1983年には4,212トンまで減少した。しかし，それ

以降から現在まで，漁獲量は増減を繰り返しつつ

も増加傾向を示し，2004年には41,205トンとなった。

2005年からは２万トン以下となり，2007年の漁獲量

は，18,657トンで，2006年に比べて約６千トン増加

した。なお，当海域におけるホッケ漁獲量は，図

１からわかるように，沖底の漁獲動向によって大

きく左右される。

沿岸漁業の漁獲量は，1966年は662トンと低かっ

表１ オホーツク海におけるホッケの漁獲量

（単位：トン）



図１ オホーツク海におけるホッケ漁業別漁獲量の経年変化

表２ 2007年網走支庁管内の漁業別・月別ホッケ漁獲量

たが，その後，増減しつつも増加傾向を示し，197

7年には7,998トンまで増加した。しかし，1979～19

84年の漁獲量は２千トン前後と低迷した。1985年以

降の漁獲量は，増減はあるものの再び増加傾向に

転じ，2002年には13,941トンまで増加した。2003年

からは漸減傾向となり，2005年に8,745トンになっ

た後2006年には10,758トンに回復したが，2007年の

漁獲量は5,095トンと少なかった。

2007年の網走支庁管内の漁業別漁協別月別漁獲

量を表２に，漁業別月別漁獲量を図２に示した。

オホーツク海の沖底漁業におけるホッケの漁獲

量は，資源動向以上にスケトウダラ・ズワイガニ

など他魚種の漁獲状況によって変化する。すなわ

ち，狙いとする魚種によって操業海域や水深帯な



どを変えるために，ホッケを狙って操業したかど

うかによっても漁獲量の年変化，季節変化が異な

る。近年では2001年，2003年には11月の漁獲量が

もっとも多かったが，2000年には８月，2002年に

は10月に漁獲のピークがあった。2007年は11月の

漁獲がもっとも多かった。一方，沿岸漁業での漁

獲動向は比較的安定しており，例年，盛漁期は６

月と11月である。2007年は，秋漁で11月にピーク

があり，12月にも漁獲が多かったことが特徴であ

る。

沖底漁獲量を漁業協同組合別にみると，例年は

網走に比べて紋別の漁獲量の方が多い傾向がある。

2007年の漁獲量は網走が2,946トン,紋別が11,025ト

ンで例年同様，網走に比べて紋別の方が多くなっ

た（表２）。紋別の漁獲量は11,025トンで，2006年

の5,460トンから増加した。網走の漁獲量は2,946ト

ンで，2006年の4,697トンから減少した。

底建網漁業の漁獲量は，例年，紋別と湧別を中

心に漁獲量が多い傾向がみられ，2007年も紋別で2,

544トン，湧別で694トンの漁獲があり，他の漁協を

上回る漁獲となっていた。定置網漁業では，斜里

とウトロでそれぞれ102トンと104トンの漁獲があ

った。

イ 漁獲物体長・年齢組成

ホッケ標本の採集状況を表３に，銘柄別漁獲量

で引き延ばした漁獲物の体長年齢組成を図３に示

した。

４月の紋別における沖底による漁獲物体長組成

は27cm台にモードがみられ，１歳と２歳が主体で

あった。４月の網走における沖底による漁獲物体

長組成は21cm台にモードがみられ，０歳魚が主体

であった。５月の紋別における沖底による漁獲物

体長組成は29cm台にモードがみられ，１歳魚と２

歳魚が主体であった。６月の紋別における沖底に

よる漁獲物体長組成は22cm台にモードがみられ，

１歳魚が主体であった。６月の紋別における底建

網による漁獲物体長組成は29cm台にモードがみら

れ，１歳魚と２歳魚が主体であった。６月のウト

ロにおける小定置網による漁獲物体長組成は23cm

台にモードがみられ，１歳魚が主体であった。10

月の斜里における小定置網による漁獲物体長組成

は１～４歳魚が混在していた。11月の紋別におけ

る底建網による漁獲物体長組成は19cm台にモード

がみられ，０歳魚が主体であった。12月の紋別に

おける底建網による漁獲物体長組成は19cm台にモ

ードがみられ，０歳魚が主体であった。12月の紋

別における底建網による漁獲物体長組成は20cm台

にモードがみられ，０歳魚が主体であった。

図２ 2007年における網走支庁管内のホッケ漁業別

月別漁獲量

表３ 2007年度ホッケの標本採集状況



図３ 紋別，網走，斜里，ウトロにおいて漁獲され

たホッケの体長年齢組成


